
1 

長崎県平戸市長崎県平戸市  

～地域自らが取り組む鳥獣被害防止を目指して～～地域自らが取り組む鳥獣被害防止を目指して～  

平戸市における鳥獣被害対策について平戸市における鳥獣被害対策について  

平戸市の概要平戸市の概要  
 人人  口口  

  35,20435,204人人  

 世帯数世帯数  

  14,42814,428世帯世帯  

 面積面積  

  235.60235.60ｋ㎡ｋ㎡  

 気気  候候  

    温温  暖暖  

   本市の森林面積は、本市の森林面積は、12,76312,763ｈａで地域面積ｈａで地域面積
のの5454％を占めており、昭和％を占めており、昭和3030年から林種転換年から林種転換
による人工造林が推進され、スギ・ヒノキの植による人工造林が推進され、スギ・ヒノキの植
林が進められた。林が進められた。  

   天然林の多くはマテバシイの原生林である天然林の多くはマテバシイの原生林である
ため、イノシシの棲みかとしては絶好の条件ため、イノシシの棲みかとしては絶好の条件
となっており、また、山間部の田畑が耕作さとなっており、また、山間部の田畑が耕作さ
れなくなり、イノシシの生息地がだんだんと人れなくなり、イノシシの生息地がだんだんと人
里に近づいてきている。里に近づいてきている。  

   そのため、住宅地にもイノシシが出没し、農そのため、住宅地にもイノシシが出没し、農
作物被害だけではなく、市民生活にも影響が作物被害だけではなく、市民生活にも影響が
出ている。出ている。    

イノシシの捕獲頭数の推移イノシシの捕獲頭数の推移  

  H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

平戸 80  262  298  786  1,012  1,924  1,814  3,788  3,033  

生月 0  5  16  18  39  112  190  298  329  

田平 9  105  104  219  165  184  154  416  405  

大島 4  13  28  80  204  261  164  297  319  

計 143  385  446  1,103  1,420  2,481  2,322  4,799  4,086  

H14～H23　捕獲頭数推移
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農作物被害金額の推移農作物被害金額の推移  

  H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 

平戸 3,255  5,958  16,819  19,408  36,785  22,377  12,952  17,060  29,233  34,371  

生月 0  1,370  0  789  5,904  4,588  6,347  9,144  4,750  4,013  

田平 5,255  3,860  5,170  5,781  6,902  4,170  4,762  3,605  8,861  7,692  

大島 2,530  4,680  900  2,549  10,205  9,565  5,881  3,155  1,965  2,304  

計 11,040  15,868  22,889  28,527  59,796  40,700  29,942  32,964  44,809  48,380  

H14～H23　被害金額の推移
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有害鳥獣対策の取組みについて有害鳥獣対策の取組みについて  

   長崎県では、野生鳥獣の農業被害の増加長崎県では、野生鳥獣の農業被害の増加
に対応するため、平成に対応するため、平成1616年度から「防護」「捕年度から「防護」「捕

獲」「棲み分け」の３対策について、専門家の獲」「棲み分け」の３対策について、専門家の
招致、「イノシシ大学」等の各種研修会による招致、「イノシシ大学」等の各種研修会による
人材育成、特区制度による捕獲の規制緩和人材育成、特区制度による捕獲の規制緩和
や捕獲報奨金制度の導入を進めてきた。や捕獲報奨金制度の導入を進めてきた。  

   本市においても、「防護」「捕獲」「棲み分け」本市においても、「防護」「捕獲」「棲み分け」
のの33対策により、有害鳥獣（特にイノシシ）の被対策により、有害鳥獣（特にイノシシ）の被
害防止に取組んでいる。害防止に取組んでいる。  
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「防護」対策「防護」対策  についてについて  

・ワイヤーメッシュ柵及び電気柵の整備・ワイヤーメッシュ柵及び電気柵の整備    

年度 事業主体 種類 箇所数 延長 事業費 

平成19年度 
集団 WM柵 1箇所 820ｍ 882,378円 

集団 電気柵 71箇所 90,891ｍ 11,205,902円 

平成20年度 
集団 WM柵 4箇所 3,002ｍ 3,664,500円 

集団 電気柵 36箇所 33,135ｍ 5,506,377円 

平成21年度 
集団 WM柵 11箇所 10,559ｍ 9,876,367円 

集団 電気柵 23箇所 37,570ｍ 6,253,643円 

平成22年度 
集団 WM柵 28箇所 46,080ｍ 32,805,415円 

集団 電気柵 15箇所 19,140ｍ 3,220,051円 

平成23年度 
集団 WM柵 120箇所 148,880ｍ 103,471,785円 

集団 電気柵 40箇所 48,241ｍ 9,927,703円 

合計   438,318ｍ 186,814,121円 

「捕獲」対策「捕獲」対策  についてについて  

・地元猟友会による捕獲・駆除・地元猟友会による捕獲・駆除  

・ながさき有害鳥獣被害防止特区の活用・ながさき有害鳥獣被害防止特区の活用  

・箱罠の整備及び狩猟免許取得に対する助成・箱罠の整備及び狩猟免許取得に対する助成  

・捕獲報奨金制度の活用（・捕獲報奨金制度の活用（11頭につき頭につき5,0005,000円）円）  

年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成23年度 

前期 11 5 0 4 4 ３ 

後期 7 0 7 6 16 ― 

合計 18 5 7 10 20 ― 

有害鳥獣駆除員 38 50 57 51 61 82 

・狩猟免許取得者及び有害鳥獣駆除員の推移・狩猟免許取得者及び有害鳥獣駆除員の推移  

「捕獲」対策「捕獲」対策  についてについて  

「棲み分け」対策「棲み分け」対策  についてについて  

・緊急雇用創出事業を活用した緩衝帯の整備・緊急雇用創出事業を活用した緩衝帯の整備  

  平成平成2222年度年度  44名雇用名雇用    ５ｈａ５ｈａ  

  平成平成2323年度年度  44名雇用名雇用    ５ｈａ５ｈａ  

  
  防護柵を整備する地区を優先的に実施し、防護柵防護柵を整備する地区を優先的に実施し、防護柵  

の効果を高めるとともに、イノシシと人の生活圏（活の効果を高めるとともに、イノシシと人の生活圏（活  

動域）の分離を進めている。動域）の分離を進めている。  

  

特区制度を活用した取組みについて特区制度を活用した取組みについて  

名称：ながさき有害鳥獣被害防止特区名称：ながさき有害鳥獣被害防止特区  

  本特区は、平成本特区は、平成1616年年66月月2121日に長崎県が認定を受日に長崎県が認定を受  

け、本市を含む５市町村でスタートした。け、本市を含む５市町村でスタートした。  

  その後の変更認定を受けて、現在は１４市町が特その後の変更認定を受けて、現在は１４市町が特  

区制度の活用区域となっている。区制度の活用区域となっている。  

  本市では、特区捕獲隊として、リーダーである狩猟本市では、特区捕獲隊として、リーダーである狩猟  

免許所持者の指導のもと、非免許所持者と一つの免許所持者の指導のもと、非免許所持者と一つの  

チームとなって、イノシシの捕獲に取り組んでいる。チームとなって、イノシシの捕獲に取り組んでいる。  
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特区捕獲隊について特区捕獲隊について  
○○概要について概要について  

  

    

  特区捕獲隊は１チーム特区捕獲隊は１チーム1010名程度で組織されている。名程度で組織されている。  

  リーダーは狩猟免許所持者に限られているが、従事者にはリーダーは狩猟免許所持者に限られているが、従事者には  

特に制約はない。特に制約はない。  

  リーダーは、捕獲報奨金の関係で、有害鳥獣駆除員となるリーダーは、捕獲報奨金の関係で、有害鳥獣駆除員となる  

必要があることから、捕獲隊の立ち上げ後は猟友会の会員と必要があることから、捕獲隊の立ち上げ後は猟友会の会員と  

なっている。なっている。  

  平成平成2424年度は、年度は、2323チームでチームで196196名が活動している。名が活動している。    

○○活動の推移について活動の推移について  

年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

チーム数 10チーム 21チーム 21チーム 20チーム 20チーム 21チーム 23チーム 

従事者数 90  180  180  169  173  175  196  

捕獲頭数 110  132  408  204  418  378 － 

特区捕獲隊について特区捕獲隊について  

○○安全対策について安全対策について  

  

    

  特区捕獲隊の立ち上げ時に、非免許所持者に対し特区捕獲隊の立ち上げ時に、非免許所持者に対し  

て箱罠設置の実技と併せて、特区制度の概要、狩て箱罠設置の実技と併せて、特区制度の概要、狩  

猟法についての説明を行っている。猟法についての説明を行っている。  

  捕獲したイノシシの止め刺しは、銃猟免許所持の捕獲したイノシシの止め刺しは、銃猟免許所持の  

猟友会員が行うことを徹底している。猟友会員が行うことを徹底している。  

  非免許所持者は、少なくとも非免許所持者は、少なくとも33年に年に11回、市及び猟友回、市及び猟友  

会が実施する安全講習会に参加することとしている。会が実施する安全講習会に参加することとしている。    

今後の課題今後の課題  

○○地域、猟友会、行政が一体となった取組みの推進地域、猟友会、行政が一体となった取組みの推進  

  

    

  「地域のことは地域自らで守る」という方針のもと、「地域のことは地域自らで守る」という方針のもと、まま  

ずはずは地域住民が自ら鳥獣被害対策に取り組むことが地域住民が自ら鳥獣被害対策に取り組むことが  

重要である。重要である。  

  特区捕獲隊が地域に立ち上がることによって、捕獲特区捕獲隊が地域に立ち上がることによって、捕獲  

効果を高めるため、防護柵整備及び緩衝帯整備など、効果を高めるため、防護柵整備及び緩衝帯整備など、
他の対策へとつながる。他の対策へとつながる。  

  ・防護柵の整備及び管理の徹底・防護柵の整備及び管理の徹底  

  ・緩衝帯を整備し、イノシシの棲みかをなくす・緩衝帯を整備し、イノシシの棲みかをなくす  

今後の課題今後の課題  

  

    

○○鳥獣被害防止に取り組む人材育成の推進鳥獣被害防止に取り組む人材育成の推進  

  鳥獣対策の要である猟友会の高齢化を見据え、猟鳥獣対策の要である猟友会の高齢化を見据え、猟  

友会と連携を図りながら、有害鳥獣駆除員の確保に友会と連携を図りながら、有害鳥獣駆除員の確保に  

取り組む。取り組む。  

  また、猟友会まかせではなく、農家を含めた地域住また、猟友会まかせではなく、農家を含めた地域住  

民がイノシシの生態や対策を学ぶ機会を作り、鳥獣民がイノシシの生態や対策を学ぶ機会を作り、鳥獣  

対策の意欲を高めるとともに、特区制度の活用を推対策の意欲を高めるとともに、特区制度の活用を推  

進する。進する。  


